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生
活
路
線
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
を
一
部
改
正

市
民
生
活
課
・
☎
⑳
２
１
８
６

　

よ
り
利
用
し
や
す
い
生
活
路
線
バ

ス
と
な
る
よ
う
、
次
の
と
お
り
ダ
イ

ヤ
を
改
正
し
ま
す
。

改
正
日　

６
月
１
日
㈮

主
な
変
更
点

▽
東
武
足
利
市
駅
発
行
道
山
行
き

＝
午
前
８
時
10
分
発
→
８
時
15
分
発

▽
小
俣
線
、
松
田
線

＝
一
部
区
間
で
自
由
降
車

▽
名
草
線

＝
一
部
区
間
で
自
由
乗
降
車

※
詳
し
く
は
、

生
活
路
線
バ
ス

車
内
や
各
公
共

施
設
な
ど
で
配

布
し
て
い
る
時

刻
表
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

夏
季
の
節
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

環
境
政
策
課
・
☎
⑳
２
１
５
１

内
容　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
電
気

使
用
量
の
合
計
が
昨
年
と
比
較
し
て

国
保
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
保
健
事
業
計
画

保険年金課
☎⑳２１４７

環境政策課・☎⑳２１５１

したら！
発見

桜の木を枯らす外来種
クビアカツヤカミキリ

情報求む！

ソメイヨシノの天敵

　クビアカツヤカミキリによるサクラやモモな
どの樹木の衰弱、枯死被害が全国で報告されて
います。市内では２８年７月に成虫が確認され、
今後、生息域拡大の可能性があります。発見し
たら、直ちに環境政策課までご連絡ください。

捕まえて殺し、可能な範囲で写真を
撮って同課に報告をお願いします。
※詳しくは市ホームページをご覧
ください。

特徴　光沢のある黒色で、胸部（首部）が赤い
体長　約2.5～4センチ

成虫発生時期　６～８月頃

外　来
医療費

入　院
医療費

40～
44歳

45～
49歳

50～
54歳

55～
59歳

60～
64歳

65～
69歳

70～
74歳

■年齢別特定健診受診率（H28）
60％

循環器疾患
20.7％

新 生 物
（ が ん ）

18.3％

精神疾患
16.5％

消化器系疾患
7.8％

筋骨格系疾患
6.2％

呼吸器疾患
6.2％

そ の 他
24.3％

循環器疾患
15.4％

新生物（がん）
11.5％

精神疾患
6.1％

消化器系疾患
6.7％

筋骨格系疾患
9.5％

呼吸器疾患
7.0％

そ の 他
14.9％

内分泌疾患
17.6％

尿路性器疾患
6.3%

眼疾患
5.1％

■分類別医療費割合（H28）

　

足
利
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

レ
セ
プ
ト
や
特
定
健
診
な
ど
の
デ
ー

タ
分
析
に
基
づ
き
、
保
健
事
業
を
効

果
的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
の

計
画
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

計
画
期
間  

平
成
30
年
度
か
ら
６
年
間

※
計
画
書
お
よ
び
そ
の
概
要
版
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
が
医
療
費
の

増
加
を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
を
定
期
的
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

循環器疾患（狭心症、脳梗塞、高血圧など）や内
分泌疾患（糖尿病など）など生活習慣病が多い。

受診率は女性より男性が
低く、若い年代ほど低い。

50％

40％

30％

20％

10％

0％

14.617.114.0
19.7

16.1

25.6
19.5

31.1
25.3

38.2 35.0

44.8 42.4

51.9
男性

女性

こ
こ
が
赤
い
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談

5

10
ｋ
Ｗ
ｈ
以
上
節
電
で
き
た
家
庭
に

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

申
請　

本
紙
９
月
号
で
お
知
ら
せ

※
期
間
中
の『
電　
　
　
　
　
　
　

気
ご
使
用
量
の
お　
　
　
　
　
　
　

知
ら
せ
』（
検
針
票
）　　
　
　
　
　
　

を
保
管
し
て
お
い　
　
　
　
　
　
　

て
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
費
を
補
助

建
築
指
導
課
・
☎
⑳
２
１
７
０

▼
木
造
住
宅
の『
耐
震
診
断
』

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
方

補
助
額　

①
耐
震
診
断
に
要
し
た
費

用
の
額（
３
万
円
を
限
度
）と
②
補
強

計
画
策
定
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の

２
の
額（
８
万
円
を
限
度
）の
合
計
額

▼
木
造
住
宅
の『
耐
震
改
修
』

対
象　

耐
震
診
断
を
実
施
し
、
耐
震

改
修
の
必
要
が
認
め
ら
れ
た
住
宅

補
助
額　

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用

の
２
分
の
１
の
額（
80
万
円
を
限
度
）

※
一
定
の
耐
震
改
修
を
行
う
と
、
所

得
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
軽
減
措

置
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
込　

ま
ず
は
同
課（
本
庁
舎
６
階
）

へ
相
談

※
申
請
に
は
、
ほ
か
に
も
一
定
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

　人権擁護委員は法務大臣から委嘱され
た民間の方たちで、人権相談や人権侵害
被害者救済の支援、各種啓発活動などを
行っています。

人権・男女共同参画課・ ☎ 70８６００

※毎週火・水・木曜日（祝日を除く）は法
務局足利支局内（☎ 42８１０１・自動音声
案内後３番）で人権擁護委員による人権
相談を実施しています。

人権の相談は人権擁護委員へ
～６月１日は『人権擁護委員の日』～

阿
あ

　部
べ

　美
み え こ

惠子　　加
か

　持
もち

　小
さ よ こ

夜子

渡
わた

　邉
なべ

　善
よし

　二
じ

　　若
わか

　井
い

　こずえ

栗
くり

　原
はら

　と　み　　殿
との

　岡
おか

　健
けん

　治
じ

岡
おか

　村
むら

　文
ふみ

　子
こ

　　大
おお

　川
かわ

　友
とも

　子
こ

飯
いい

　塚
づか

　みや子
こ

　　飯
いい

　塚
づか

　　拓
たく

　

古
ふる

　川
かわ

　克
かつ

　美
み

　　薄
うす

　葉
ば

　美
み さ お

佐夫

山
やま

　口
ぐち

　　理
おさむ

　

和泉　聡

る
と
、ご
遺
族
も
何
か
と
忙
し
く
、話

し
か
け
る
余
裕
は
大
抵
あ
り
ま
せ
ん
。

弔
辞
や
遺
族
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
、

故
人
の
人
と
な
り
を
知
る
こ
と
も
あ

る
け
れ
ど
、
短
い
時
間
で
お
焼
香
を

し
て
失
礼
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

　

通
夜
か
葬
儀
に
参
列
す
れ
ば
、
市

長
が
お
焼
香
に
来
た
と
い
う
事
実
は
、

多
く
の
人
に
伝
わ
る
け
れ
ど
も
、
慌

た
だ
し
く
失
礼
し
て
申
し
訳
な
い
と

い
う
一
抹
の
思
い
が
、
い
つ
も
心
の

中
に
残
り
ま
す
。
弔
問
と
葬
儀
へ
の

参
列
と
、
両
方
で
き
れ
ば
理
想
的
で

す
が
、
市
長
公
務
の
毎
日
の
中
で
は
、

難
し
い
。 

　

本
来
、
故
人
を
弔
う
気
持
ち
に
、

地
位
や
肩
書
は
関
係
な
い
、
み
ん
な

同
じ
だ
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

市
長
と
い
う
肩
書
で
、
形
式
的
に
参

列
す
る
だ
け
な
ら
ば
時
間
の
や
り
繰

り
で
済
み
ま
す
。
し
か
し
、
ご
遺
族

に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
故
人
と
お
別

れ
す
る
最
後
の
式
で
す
。
短
い
時
間

で
も
、
亡
く
な
っ
た
方
の
人
生
に
思

い
を
馳
せ
、
少
し
で
も
ご
遺
族
の
気

持
ち
に
寄
り
添
う
。
そ
う
い
う
時
間

を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
長
に
な
っ
て
か
ら
、
市
の
功
労

者
な
ど
の
お
葬
式
に
、
市
を
代
表
し

て
多
く
の
機
会
に
、
お
邪
魔
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
公
務
の
時
間
の

や
り
繰
り
が
つ
け
ば
、
通
夜
か
葬
儀

に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、

そ
れ
が
難
し
い
と
き
は
葬
儀
の
前
ま

で
に
、
ご
自
宅
に
弔
問
に
伺
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

弔
問
に
伺
う
と
、
お
線
香
を
あ
げ

さ
せ
て
も
ら
っ
た
後
、「
最
期
は
病
院

だ
っ
た
の
で
す
か
」と
か
、「
ご
家
庭

で
は
ど
ん
な
方
で
し
た
か
」と
い
っ

た
質
問
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
多

く
、
ご
く
自
然
な
形
で
、
故
人
の
人

と
な
り
や
、
ご
遺
族
と
の
思
い
出
話

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
た
っ
た
10
分

で
も
お
話
を
聞
く
と
、
故
人
の
人
柄

や
ご
家
族
と
の
長
い
歩
み
の
一
端
が

う
か
が
い
知
れ
て
、
心
に
残
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

　

一
方
、
通
夜
や
葬
儀
に
お
邪
魔
す

市長コラム
No.054

お
葬
式
と
弔
問




